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Chapter7　映像表現の発達(2)　発達期の映画表現 
1　アメリカ-第2次大戦前のアメリカ映画の成熟

　　
　　1941年、オーソン・ウェルズは映画史に残る傑作、『_市民ケーン』を発表し、映画芸術がひとつの完成領域に達したことを示した。この作品は、パンフォーカス（広角レンズと深いしぼりを使って、画面の手前から奥まで、ピントがあっている画面構成）を駆使した芸術性の高い画面構成など、撮影技術の面においても、深い人間性の洞察と描写においても、当時の最高水準の映画といえた。　しかし、この作品の実在のモデルである新聞王ハーストの逆鱗に触れて興業的に苦戦し、ウェルズは、その後、長い不遇の年を過ごした。　

　それより前、1939年、テクニカラーによる超大作『風と共に去りぬ』（デビッド･O･セルズニック製作）が完成、興行システムの整備とあわせて、映画産業がシステムとしての完成を遂げる。

2　イタリア-「ネオレアリズモ」
   第2次世界大戦敗戦下の人間を直視する鋭い作風で世界の注目を浴びる。
　　○『無防備都市』（1945ロベルト・ロッセリーニ）、『自転車泥棒』（1948ビットリオ・デシーカ）、『揺れる大地』（1948　ルキーノ・ビスコンティ）、『鉄道員』（1956ピエトロ・ジェルミ）、『道』（1954フェデリコ・フェリーニ）、『甘い生活』（1960フェデリコ・フェリーニ）、『情事』（1959ミケランジェロ・アントニオーニ）、『太陽はひとりぼっち』(1961ミケランジェロ・アントニオーニ)、『シシリーの黒い霧』（1962フランチェスコ・ロージ）

3フランス-「ヌーベル・バーグ」

　　1958年ごろ～「ヌーベル・バーグ」（新しい波）　自由で新しいスタイルの映画に踏み出す。ルネ・クレマン、アオドレ・カイヤット、マルセル・カルネなど、多様な作品を創出。思想的には幅広い。
　　○『天井桟敷の人々』（1945マルセル・カルネ）、『鉄路の闘い』（1945ルネ・クレマン）、『禁じられた遊び』（1952ルネ・クレマン）、『裁きは終わりぬ』（1950アンドレ・カイヤット）、『嘆きのテレーズ』（1953マルセル・カルネ）、『大人は判ってくれない』（1959フランソワ・トリフォー）、『勝手にしやがれ』（1959ジャン・リュック・ゴダール）、『いとこ同志』（1958クロード・シャブロル）、『二十四時間の情事』（1959アラン・レネ）

4　その他の諸国-
　ポーランドでは、悲惨な戦争体験から人間の尊厳を見つめなおすような作品が新しい流れを形成した。戦後の
スウェーデンでは、イングマル・ベルイマン、イギリスでもディビッド・リーン、キャロル・リードらの傑作が生まれた。日本では、黒澤明、溝口健二らがベネチア国際映画祭で受賞したのをはじめ、多数の映画が相次いで各地の映画祭で受賞し日本映画がようやく海外に広く知られるようになった。

〇ポーランド　『アウシュウィッツの女囚』（1948ワンダ・ヤクボウスカ）、『影』（イエジー・カワレロビチ）、『地下水道』（1957アンジェイ・ワイダ）、『灰とダイヤモンド』（1958アンジェイ・ワイダ）

〇スウェーデン　『野いちご』（1957イングマル・ベルイマン）、『処女の泉』（1960イングマル・ベルイマン）

〇イギリス　『逢びき』（1945ディビッド・リーン）、『第三の男』（1949キャロル・リード）

〇日本　『羅生門』（1950黒澤明）、『七人の侍』（1954黒澤明）、『西鶴一代女』（1952溝口健二）、『東京物語』（1853小津安二郎）
〇インド　『大地のうた』（1955サタジット・レイ）

〇ソ連　『戦争と平和』（1965-1967セルゲイ・ボンダルチュク）、『僕の村は戦場だった』（1962アンドレイ・タルコフスキー）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

